社会的ジレンマの数理的研究法に関する研究会 (統計数理研究所 研究活動 (昭和60年度 共同研究)) by 中村 隆 & Takashi Nakamura
昭和60年度共同研究 289
 共一20生体内ダイナミカルシステム解析法の開発に関する研究




















                       統計数理研究所中村隆
 環境・資源問題や公共財問題に代表される社会的ジレンマの研究は，問題の広範性と研究の
社会的意義の認知と合いまって，社会心理学や社会学において市民権を得るに至った．その研
究法も，モデル構成，ゲーム実験，シミュレーション，事例研究など，多岐にわたる．社会的
ジレンマ研究は今や新たた展開を示すべき時期に差しかかったと言うべきである．
 しかし社会的ジレンマ研究法の多岐性は，同時にそれぞれの研究法に従う研究者が半ば独立
に研究を進めるという事態を招来したことも事実である．今後ジレンマ研究が多産な成果を生
み出すためには，各々の研究法に従う研究者が相互に連絡を密にし，相補って研究を進めるこ
とが必須の条件である．
 今回の研究会は，ジレンマ研究における上記の問題に対処するため，異なった研究法に従う
研究者がそれぞれの研究法の可能性と問題点を討論することを目的とする．研究法（モデル構
成，ゲーム実験，シミュレーション，事例研究）別に報告と討論を行う予定である．併せて，政
治学者，経済学者の参加を得て，ジレンマのフレームワークの適用可能性を再検討することを
期する．
